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2025 年５月 15 日 

各      位 

会 社 名 株式会社ヤマノホールディングス 

代 表 者 名 代表取締役社長CEO  山野 義友 

（コード番号７５７１ 東証スタンダード） 

問い合わせ先 
取締役専務執行役員 

管理本部長    岡田 充弘 

電 話 番 号 ０３－３３７６－７８７８ 

 

 

当社連結子会社の吸収合併に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年 5 月 15 日開催の取締役会において、2025 年 10 月 1 日を効力発生日として、当社の完

全子会社である株式会社ヤマノプラス（以下「ヤマノプラス」という）を吸収合併すること（以下 「本

吸収合併」という）を決議しましたので、お知らせいたします。 

なお、本吸収合併は完全子会社の吸収合併であることから、開示事項の一部を省略しております。  

また、本吸収合併に伴い、抱合せ株式消滅差損の発生が見込まれるため、本吸収合併の実施に当たりま

しては、会社法第 795 条第１項、第 796 条第２項但書及び第 795 条第２項第１号の規定に基づき、2025

年６月 27 日開催予定の第 39 回定時株主総会の承認（特別決議）が得られることを条件としております。 

 

記 

 

１． 本吸収合併の目的 

 当社グループは、経営理念の最上位に位置する企業理念「美道五原則 髪・顔・装い・精神美・健

康美」のもと、ミッションを「豊かさと彩りあるライフスタイルを創造し続けます」と定めております。

中核事業として、美容事業、和装宝飾事業、ライフプラス事業（旧ＤＳＭ事業）、教育事業を展開し、

これらの事業において「ソフトと価値の提供」を共通テーマに掲げ、商品だけでなくサービス機能の拡

充による差別化戦略を強化しております。 

  美容事業においては、2022 年 10 月に、それまで当社の美容部門及び美容事業を運営する子会社 2社

に分割されていた経営体制を見直し、子会社 1 社に統合いたしました。これに伴い、社名をヤマノプラ

スに改め、機動的かつ迅速な意思決定を行う組織体制へと整備し、収益力の向上に取り組んでまいりま

した。現在は、全国に、ファミリー層・中高年層を中心とした低中価格帯の美容室、20 代～30 代女性

を中心とした中高価格帯の美容室を、直営型で 67 店舗、ＦＣ契約型で５店舗、さらに中高年層を中心

とした中高価格帯のネイルサロンを直営型で 4 店舗を展開しており、これら多様なサロン形態を有する

強みを活かし、顧客ニーズや店舗エリアの環境変化に対応した運営を行っております。 

しかしながら、2023 年度末現在の全国の美容施設数は約 27 万施設※を超え、オーバーストア化が進

行する中、美容市場の競争は一層激化しており、今後、ますます差別化が求められる市場環境であると

認識しております。 

今期は、事業ポートフォリオの最適化に向け、２つの報告セグメントへの再編を計画しております。

新規事業である「教育事業」「リユース事業」「4 月 1 日付グループ入りした薬師スタジオ」「６月２日

付グループ入りするニューヨークジョーエクスチェンジ」を 1つの報告セグメントとし、成長ポテンシ

ャルを持つ新領域への成長投資を加速させます。一方、オーガニック事業である「美容事業」「和装宝

飾事業」「ライフプラス事業(旧ＤＳＭ事業)」を 1 つの報告セグメントとし、自社の競争優位性を向上

させ、収益の安定化及びＣ／Ｆの最大化を推進し、事業基盤の強化を図っていきます。 
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今回のヤマノプラスの吸収合併は、事業ポートフォリオの最適化に向けた取り組みの一環として位置

付けています。 

 和装宝飾事業と美容事業のシナジーをさらに高めるべく、顧客接点の拡大に向けた商品・サービス提

供力の強化、人財の相互交流による販売力・提案力の向上、管理業務の効率化によるプロセス最適化を

推進してまいります。なお、本合併は、当社の完全子会社との間で行う吸収合併であり、開示事項・内

容を一部省略して 開示しております。 

また、当該合併につきましては、2025年６月27日開催予定の第39回定時株主総会にて「当社と株式会

社ヤマノプラスとの吸収合併契約承認の件」が承認可決されることを条件としております。 

※出所 厚生労働省「令和５年度衛生行政報告例の概況」 

 

２．本吸収合併の要旨 

（１）合併の日程 

取締役会決議         2025年５月15日 

合併契約締結日        2025年５月15日 

定時株主総会決議日      2025年６月27日 

合併予定日（効力発生日）   2025年10月１日 

 

（２）合併方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、ヤマノプラスは解散いたします。 

 

（３）合併に係る割り当ての内容 

当社による完全子会社の吸収合併であることから、本吸収合併による新株式の発行及び金銭等の割当は

行いません。 

 

（４）合併に伴う新株予約権及び新株予約権付転換社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 

３．本吸収合併の当事会社の概要 （2024年３月31日現在） 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

① 名称 株式会社ヤマノホールディングス 株式会社ヤマノプラス 

② 所在地 東京都渋谷区代々木一丁目30番７号 東京都渋谷区代々木一丁目30番７号 

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 山野 義友 代表取締役社長 山野 義友 

④ 事業内容 和装品、洋装品、宝飾品の等の販売 美容室の経営 

⑤ 資本金 10百万円 50 万円 

⑥ 設立年月日 昭和62年２月20日 平成25年11月1日 

⑦ 発行済株式数 34,497,058株 50株 

⑧ 決算期 3月31日 3月31日 

⑨ 従業員数 224名 193名 

⑩ 主要取引先 ウライ㈱、木村実業㈱ 山野美容商事㈱ 

⑪ 主要取引銀行 
三井住友銀行、横浜銀行 

りそな銀行、みずほ銀行 

三井住友銀行、みずほ銀行 
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⑫ 大株主及び持株比率 

 (2024年9月30日現在) 

㈱ヤマノネットワーク  13.7% 

山野義友        10.9% 

山野愛子どろんこ美容㈱  9.7% 

山野功子         6.0% 

㈱ヤマノ               4.2% 

伊藤和則         3.8% 

ＵＢＳ ＡＧ ＳＩＮＧＡＰＯＲＥ   3.0% 

YHC取引先持株会     2.6% 

YHC従業員持株会     2.4% 

山野美容商事㈱      1.2% 

当社 100%  

⑬ 当 事 会

社 の 関

係等 

資本関係 ― 当社の子会社であります。 

人的関係 ― 

当社の取締役2名、監査役1名が取締役

及び監査役をそれぞれ兼務しており

ます。 

取引関係 ― 

当社と経営指導契約を締結し、契約内

容に基づき経営指導に係る役務の提

供を行っております。 

関連当事者 

の該当状況 
― 

当社の連結子会社であるため、当社の関

連当事者へ該当いたします。 

⑭ 直前事業年度の財政状態及び経営成績 

決算期 2024年３月期(連結) 2024年３月期(単体) 

純資産 1,223百万円 △256百万円 

総資産 8,647百万円 293百万円 

1株当たり当期純利益（円） △0.83円 △235,684.72円 

売上高 13,837百万円 1,931百万円 

営業利益 100百万円 6百万円 

経常利益 102百万円 20百万円 

当期純利益 △28百万円 11百万円 

1株当たり純資産（円） 35.08円 △5,132,425.32円 

1株当たり配当額（円） ― ― 

 

４．本吸収合併後の状況 

本吸収合併による当社の名称、所在地、代表者の役職及び氏名、事業内容、資本金、決算期に変更の

予定はありません。 

 

５．今後の業績に与える影響について 

本吸収合併により中長期的には経営効率の改善による業績の向上を見込んでおりますが、2026年３月期

連結業績に与える影響は軽微であります。 

以 上 


